
 公民館、図書館、文化ホール、児童館、スポーツ施設等々——私たちの暮らしを 
 楽しく、豊かにしてくれる公共施設のあり方を みんなで考えていきましょう。 
        2017 年 

   ＊日時：10 月 21 日（土）P.M６：３０〜９：００ （開場 P.M６：１５） 

   ＊会場：永山公民館ホール（ベルブ永山 ５階） 

   ＊申込不要  参加費：３００円（資料代など） 

 

    子どもから高齢者まで、すべての世代の学習・文化・スポーツ活動を支えてくれる 

   のが「社会教育施設」です。 

 

 

 

 

主催：多摩市立永山公民館（�337−6661） 

企画・共催：多摩市の社会教育を考える会 
代表 荒井容子  

会員 大橋慶一（豊ヶ丘複合館存続の会 所属） 齊藤 仁（東寺方複合館の存続を考える会 所属） 

辻山妙子（聖ヶ丘図書館の存続を考える会 所属） 中江智明（唐木田図書館の存続を考える会 所属） 

青木洋子（多摩市に中央図書館をつくる会 所属）ほか多数 

集会の問合せ：e-mail： yarai@hosei.ac.jp（荒井容子） �373-825８（安室君子） 

市民はそれぞれの施設の職

員の協力を得ながら、それら

を活用し、そのあり方を決め

ていくことができますす。 

 市には市民の意見、合意

を踏まえて施設を設置・運

営していく責任が課せられ

ています。 

市民と市議会議員の皆さん一緒

に社会教育施設のあり方を、多摩

市政全体の中に位置づけて意見交

換、対話し、考えあっていきます。

花咲く対話 

 永山公民館・市民企画講座 

 多摩市の社会教育施設のあり方を 

考える市民と市議会議員との対話集会 



 「多摩市の社会教育を考える会」は、多摩市の社会教育各分野で活動している市民が、

多摩市のよりよい社会教育をめざして学び合い、市政、世論に積極的に働きかけていく

会です。「多摩市の社会教育について考える相談会」（2014 年 12 月 23 日豊ヶ丘集会所に

て開催）で発足しました。これまで 47 回（2017 年 10 且 3 日）の会合を重ねてきました。

問い合わせ先  荒井容子（yarai@hosei.ac.jp）  安室君子（tel/fax 042-373-8258）

ホ－ムペ－ジ   http://www.t.hosei.ac.jp/~yarai/tamashakou/tamashakou.html 

この集会はどなたでも参加できます！ 

＝ プログラム ＝  

第１部 多摩市の社会教育施設のあり方 

 「多摩市公共施設の見直し方針と行動プログラム」とその更新に至る３年間をふりかえ

る 

 １ 社会教育施設のあり方をめぐる近年の諸問題と検討課題（論点） 

  －第 1 次アンケ－トに対する市議会議員の方々からの回答もふまえて－ 

                       （多摩市の社会教育を考える会） 

 ２ 経過報告と市民として感じたこと、考えたこと、分かってきたこと。 

      （この問題で運動してきた市民から） 

第２部 グル－プに分かれて自由討論 その後の全体討論 

 第２次アンケ－トへの議員のみなさんの回答（問題提起）を踏まえて、自由討議 

 まとめ 

 

＝ 集会の趣旨 ＝  

集会の準備にあたって、全市議会議員の皆さんに２次にわたってアンケートを行いました。 

 第１部では、多摩市の社会教育施設のあり方について考えるために、「多摩市公共施設の

見直し方針と行動プログラム」が 2013 年に提示され、市民が改めて社会教育施設のあり方

を考え、また、計画策定過程、提案内容に大きな疑問をもって変更を求める運動を展開して

きた過程を振り返っておくこととします。この間、議会でも多く議論されてきました。集会

準備のため市議会議員のみなさんに行った第１次アンケ－トにおいて、社会教育施設の価値

を認めつつ、財政問題等と関わらせて、そのあり方、位置づけについて幅のある意見をいた

だきました。それらも踏まえていきます。 

そのうえで、第２部では、多様な知見に学びつつ、市民の率直な気持ち、考え、意見を交

わらせて議論を進めるために、小グル－プでの討議を行い、その結果を全体で交流します。

市民間でも、また市議のみなさんと市民との間でも、多摩市の今後の社会教育施設について、

具体的に、率直に意見交換し、みんなで課題を深くとらえ、かつ、よい方向、方策を探って

いければと考えています。 



多摩市の社会教育を考える会の紹介 
当会は、多摩市の社会教育各分野で活動している市民が、

多摩市のよりよい社会教育をめざして学び合い、市政、世論

に積極的働きかけていく会です。「多摩市の社会教育につ

いて考える相談会」（2014 年 12 月 23 日豊ヶ丘集会所にて

開催）で発足しました。 

問い合わせ先    荒井容子（yarai@hosei.ac.jp） 
安室君子（tel/fax 042-373-8258） 

ホームページ  
http://www.t.hosei.ac.jp/~yarai/tamashakou/tamashakou.html 
 

これまでの主な活動（詳細はホームページをご覧ください。） 
2014年12月23日「多摩市の社会教育についか考える相談会」 

（仮称「多摩市社会教育を考える会」に向けて）で発足。 
2014年12月 多摩市第5次総合計画第2期計画案についてメンハーが 

社会教育に関わるパブリックコメントを提出。  
2015年3月24日 4月の市会議員選挙に関わって、多摩市議会議員選挙立候補予定者に対する 

 「多摩市の社会教育に関するアンケ-ト」の実施（4月5日到着分の回答すべてを公表）。  
2015年4月1日 多摩市の「学びあい育ちあい推進審議会」に対し  
     『多摩市公共施設の見直し方針と行動プログラム』における  

社会教育施設の廃止・統合計画の見直しのお願い  

～市民の社会教育活動を後退させないために見直してください。  

また市に、見直すように要請してください～」 を提出 
（4月15日、委員長より再審議できないとの回答を受ける）。 

2015年4月5日多摩市議会議員選挙立候補予定者との対話集会 
「社会教育施設の尊重を市政に望む」を実施。 

2015年6月25日 多摩市図書館協議会に対し  

「『多摩市公共施設の見直し方針と行動プログラム』における 地域館 

＝唐木田図書館・ 聖ケ丘図書館・東寺方図書館・豊ヶ丘図書館＝  

の廃止計画見直しのお願い」を提出。  
2015年7月26日「私たちの街」フェスティバルに参加、出演（４つのパフォ－マンス）。 
2015年9月19－20日 永山フェスティバル 展示参加（一部参加型展示も実施） 

於 ギャラリー他。 
2015年10月4日 学習会「多摩市の財政の仕組みと現状」実施。 

（出前講座制度活用－企画制作部財政課に依頼） 
2015年10月4日 多摩市第１回公民館利用者交流会 実施（多摩市公民館連絡会と合同開催） 
2015年10月23‐26日多摩市市民文化祭 展示参加（含 諸催し。多数の市民活動団体と連携） 

於 パルテノン多摩市民ギャラリー 
2015年11月22日～2016年1月16日多摩市の公民館の市民企画講座（５回連続）  

「多摩市の市民の学びを支える社会教育施設等の整備について考える」  

（当会の企画）（於 関戸公民館）実施。 
2016年1月16日～1月31日 多摩市読書活動振興計画原案についての市民懇談会 

（７館で開催）に参加 
2016年1月15日～2月1日 多摩市読書活動振興計画原案についてのパプリックコメントに 

メンバーそれぞれが応募 
2016年1月24日 地域ふれあいフォーラム多摩参加 関戸公民館ギャラリー 

（他団体の共同利用）。 
2016年1月25日 多摩市図書館協議会との懇談会実施 
2016年2月26日 『多摩市読書活動振興計画 原案（2015 年12 月24 日）に対する私たちの意見  



－メンバー有志が投函したパブリックコメント－』（★ホームページに掲載）を、 
「豊ヶ丘複合館存続の会」  
「東寺方複合館の存続を考える会」 
「聖ヶ丘図書館の存続を考える会」 
「唐木田図書館の存続を考える会」とともに発行  

2016年2月26「豊ヶ丘複合館存続の会」 「東寺方複合館の存続を考える会」 
「聖ヶ丘図書館の存続を考える会」「唐木田図書館の存続を考える会」 

が実施した多摩市教育委員会と懇談会に、同団体のメンバーとして参加。  
2016年3月31日 第56回全国集会に向けた「三多摩決起集会」 

学習会「三多摩の社会教育は“今”リレ－ト－ク」参加・報告 
2016年3月29日 学習会「改めて、図書館のあり方について考える」企画・実施（第29回会合） 
2016年5月 地域図書館存続をもとめる４団体による「市民の情報紙」づくりに協力 

（4/14、4/21、4/28、5/10、5/13、5/17、5/18） 
★「市民の情報紙」No.1は作成趣旨とともにホームページ掲載。 

2016年6月～2017年1月 図書館本館再構築委員会 傍聴、ヒアリング受諾、等  々
2016年7月 「私たちの街」フェスティバル参加（2回目）  
2016年8月 地域図書館存続をもとめる４団体とともに、 

『公共施設の見直し方針と行動プログラム更新案（2016 年9 月更新予定）に対する私たちの意見 

－メンバーそれぞれによるパブリックコメント－』(2016 年8 月）を発行 
（★ホームページ掲載） 

2016年9月 永山フェスィバル参（永山フェスティバルで共同展示） 

2016年11月3-5日 多摩市民文化祭参加 関戸公民館でギャラリ－展示と学習会 

2016年11月25日 学習会「地域包括支援センタ－について」実施 

（出前講座制度活用－高齢福祉課に依頼）  

2017年1月29日 地域ふれあいフォ－ラム参加（関戸公民館ギャラリ－で共同展示） 

2017年1月20日 関戸公民館主催 利用者懇談会 の前に 

「多摩市の公民館について、市民として、利用者として考える集い」準備会 相談会  

➡準備会へ 会合 第１回～第６回（6月9日）他団体に広く呼びかけ 

地域イキイキプロジェクト（多摩市公民館利用者連絡会）企画（㋆16日）へ展開 

2017年7月14日 学習会「多摩市の文化行政の歩みとこれまでの考え方 

            －バルテノン多摩の建設とこれをとおした文化施策も含めて－」 

             （出前講座制度活用－くらしと文化部 文化・市民協働課に依頼） 

2017年7月16日 関戸公民館 市民企画講座 

「私たちの街の公民館 地域イキイキ活動交流術」企画・実施 

（地域イキイキプロジェクト（多摩市公民館利用者連絡会）（他団体と協力して企画・実施） 

2017年7月16日 「私の街」フェスティバル 一部参加 

2017年9月16日 永山フェスティバル 展示参加 

2017年10月21日 永山公民館 市民企画講座   

「多摩市の社会教育施設のあり方を考える市民と市議会議員との対話集会」企画・実施 

2017 年 11 月 9－12 日 第 40 回多摩市民文化祭 展示参加予定（関戸公民館市民ギャラリ－にて） 

2018年1月28日 地域ふれあいフォーラム 関戸公民館ギャリ－ 企画展示参加（共同）予定 

 

会合 第1回（2015年2月3日）…第29回会合（2016年3月29日）学習会「改めて、図書館

のあり方について考える」。第32回、第33回は、多摩市の地域図書館と本館のあり方について本格

的な学習と意見交換実施。多摩市の社会教育施設全体、公共施設全体を踏まえたあり方を議論。2016
年8月25日（金）は午後４時から、図書館本館にて、多摩市図書館本館基本構想策定委員会による

ヒアリングを受け、ここでもまた、多摩市ならではの図書館のあり方について学び合うことができ、

今後さらに考えていきたい課題、確認していきたいことなどが浮かび上がってきた。 
現在 第48回会合（2017年10月15日）まで実施。 





















東京都多摩市だより——図書館を潰さないで！多摩市民の運動 

                            東京都多摩市 辻山妙子 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

《ことのはじまり》 

 青天の霹靂という言葉がありますが、多摩市民

には、「地域図書館がすべてなくなってしまう」を

含め公民館や児童館、複合施設を次々に減らすと

いう計画は青天の霹靂でした。多摩市は、北は多

摩川に接し、南は多摩丘陵が連なるという緑豊か

な市で、1960 年代後半からの多摩ニュータウン開

発に伴い、都市基盤が急速に整備され、人口も急

増し発展してきたまちです。現在人口は約 15 万人

です。 

 その多摩市は 2013 年秋、「多摩市の公共施設見

直し方針と行動プログラム」（以下“行動プログラ

ム”という）を公表しました。全国の自治体で、公

共施設の再編・統廃合の問題が大きくなっている

中、「持続可能な多摩市の未来に向けた挑戦」とい

う言葉とともに行政提案として市民に示したので

す。行動プログラムでは、公共施設の更新は⼤き
な課題として、 
１，公共施設に迫る現実：短期間に作った施設が
次々に⽼朽化し、10 年以内に 8 割が⼤改修に。  
２．社会状況の劇的な変化：少⼦化・⾼齢化が進
むと、社会保障費アップ、税収ダウン。いずれ収
⽀のバランスが保てなくなる。 
３．財政の厳しい状況：施設を全て維持するには、
10 年間で 845 億円必要。⽤意できるのは、最⼤で
も 755 億円。差額の 90 億円が不⾜する。（⾦額は
2013 年 11 ⽉時点）̶ ̶といい、図書館、公⺠館、
児童館、複合施設を削減する施策を出したのです。 
 図書館については ●現在の７館から本館と駅
に近く⽐較的規模の⼤きな拠点館２館の計３館に
集約し、開館時間の延⻑等のサービスを拡 
⼤しつつ、効果的な運営を図る。●その他の４館
については廃⽌するが、図書館資料の予約の申し
込み、貸出、返却ができる機能をコミュニティセ
ンターや学校図書館に設置し、機能を補完してい
く。●本館については、集約に伴い図書館の中核
機能及び収蔵能⼒を⾼めるため、多摩センター駅
周辺へ移転し、再整備する̶̶というものです。
廃⽌する４館というのは、⼀般に中央館にたいし
て分館と⾔われるもので、多摩では地域館とよん
でいて、市⺠に⼀番⾝近にある図書館です。 
 「⾏動プログラム」策定について、市⺠から⼤
きな批判が出ました。市⺠や利⽤者の意⾒を聞か
ずに、いきなり⾝近で多世代の市⺠が⽇常的に利
⽤している施設をまず削減し、改修にも維持にも
多⼤な費⽤がかかる⼤規模施設の⾒直しは後回し
にする案を出してきたからです。市は、策定まで
に「さまざまな市⺠参画を⾏った」としています
が、どれほどの市⺠に周知されていたのか、どの

地域に張り出したポスター 



ように意⾒が反映されたのか、アリバイ作り的、
形式的な「市⺠参画」ではないかと批判は尽きま
せんでした。 
 
《図書館とともに つくしんぼ文庫》 

 さて、私は「行動プログラム」がまだ（案）の時、

これを知って愕然としました。私は、地域文庫「つ

くしんぼ文庫」の一員で、文庫は廃止予定の一つ

「聖ヶ丘図書館」を活動の拠点としていました。

聖ヶ丘図書館は複合施設聖ヶ丘コミュニティセン

ター(愛称ひじり館)の１階にありました。ひじり

館の運営協議会は毎月地域に全戸配布の広報紙を

発行しています。たまたま「行動プログラム」公

表の時期に広報紙から文庫紹介の原稿依頼があっ

たので、図書館は大事な施設と訴えたく「聖ヶ丘

図書館とともに つくしんぼ文庫」と題して書く

ことにしました。これが図書館存続のための私の

行動の第一歩だったので、文庫の紹介も兼ねて一

部書き写します。 

  つくしんぼ文庫は、1985 年 12 月エステ  

 ート 3丁目の集会所で文庫開きお話会を開催、 

 文庫誕生の産声をあげた。ただ今 28 歳（現 

 在 31 歳）。あの頃幼い子を抱えながら、子ど 

 もと本を繋げたいと集まった母親が「文庫の  

 おばさん」として活動を続けてきた。おばさ 

 んたちは、もはやスギナだ。その頃、文庫は 

 多摩市立図書館から団体貸出で本を借りて子 

 どもたちに提供した。図書館からは「やまば 

 と号」という図書館バスが来ていた。 

  ひじり館の建設（聖ヶ丘図書館の新設）が 

 具体化した時、わたし達文庫は張り切った。 

 子ども達にも使いやすい図書館にと一生懸命 

 働きかけ、お話コーナーが実現した。 

  1995 年聖ヶ丘図書館が開館。わたし達文 

 庫は嬉しかった。文庫は本棚がひとつだけ週  

 1 回の開催、図書館バスも 2週間に１回なの 

 に、図書館はいつでも行ける！ 児童コーナ 

 ーには本がいっぱい！ 幼い子にも手に取り 

 やすいようにしてある。本が身近にあること 

 は何よりだ。本の案内人、児童担当の職員も 

 いる。図書館開館に伴い、文庫は活動の足場 

 を集会所から図書館へと移した。図書館は毎 

 月第３水曜日を子ども向けお話会として企画 

 していたが、その他の水曜日を文庫で担当さ 

 せてもらうことにした。（中略） 

  文庫は、聖ヶ丘小学校、児童館、学童クラ 

 ブにも出向き、多摩市の子ども読書活動推進 

 計画にも参加し、つくしんぼの胞子を飛ばし   

 続けている。本を楽しむという胞子をこれか 

 らも飛ばしていくが、図書館は赤ちゃんから 

 高齢者まであらゆる市民が感じ取ったり、考 

 えたり、行動したりするための材料、情報と 

 いう実をたわわにつけた太くて低い木になっ 

 て地域に根を張ってほしい。幼い子もおいし 

 い実に手が届く木に。 

１年後「聖ヶ丘図書館の存続を考える会」ができ

た時、思いがけずこの拙文を覚えていてくださっ

た方がいて、嬉しかったものです。 

 多摩市立図書館の成り立ちのことも触れておき

ます。多摩市の図書館は、1973 年に伊藤峻氏を館

長に迎え、市民ホール、公民館と複合で開館しま

した。規模も小さく蔵書も少ない中で、「当面貸出

中心で」と翌年には自動車図書館を運行させ始め

たこと、また、薄っぺらになりそうな全体サービ

スよりは児童サービスに徹底的に重点を置くこと

から始めた、と 13 年間多摩市で大きな礎を作られ

た伊藤館長は 2000 年の春の講演で開館当初のこ

とを語っておられます。また、当時日野の図書館

が全国の図書館をリードしていたのですが、伊藤

氏は、日野は市民がサービスの受け手でしかない



ように見えると言い、市民がサービスをつくる側

に積極的に参加する、図書館の側もそれを受け入

れることが必要と考えられました。子どもの読書

は図書館だけが一人相撲してもだめだと、子ども

文庫の活動を大事にし、支援してくださいました。

（詳細は多摩市に中央図書館をつくる会作成冊子

『第 1 回図書館学習会の記録 市民のための中央

図書館をつくろう―文化と学びの水源涵養林を—

講師伊藤峻氏』） つくしんぼ文庫も立ち上げる時、

伊藤館長からいろいろに助言をいただいたことを

思い出します。 

 多摩の図書館は、この最初の図書館を本館とよ

び、７つの地域に一つ一つ図書館を作ることを目

指しました。1979 年の 2館目から、1984 年、1997

年に 2館の駅前拠点館開設を経て、2011 年 4 館目

の地域館開設で 7 館となり、市役所内の行政資料

室を加え 7 館 1 分室の図書館システムが整いまし

た。7館体制が整いつつあった時、本館は、耐震の

問題から取り壊されることになり、2008 年に中学

跡地に、暫定 10 年という期限のもと移転しました。

校舎・教室に図書館を押し込めた使いにくさのも

と市民は通うことになりましたし、職員も温度・

湿度管理のない教室が書庫になっていて書籍の痛

みに心痛めていました。「行動プログラム」は、10

年の期限が迫っていることから、本館の再整備と

地域館の廃止をあわせて提示したのです。私は、

本館の再整備は必要と思うものの、地域館の廃止

では、何のための再整備かと強い違和感を覚えま

した。『図書館年鑑 2015』（日本図書館協会発行）

によれば、全国同規模の市町村で、多摩市は個人

貸出冊数第 2 位、予約受付第 1 位という大変多く

の市民の利用実績がありますし、多摩市全体の貸

出者数の 80%が地域館と駅前拠点館の利用者なの

です。 

 

《市民から廃止反対の声》 

 多摩市民の図書館を潰さないでという声は、す

かさず上がりました。地域図書館 4 館の内、豊ヶ

丘地区、東寺方地区の図書館は、児童館、学童ク

ラブ、老人福祉館、地区市民ホールの併設の複合

館に入っており、複合館そのものが「行動プログ

ラム」では廃止計画でした。図書館を含む住民が

歩いていける生活に根付いている公共施設の廃止

です。豊ヶ丘では、「豊ヶ丘複合館存続の会」を結

成、行動計画の素案の段階から住民が毎週集まっ

て協議、「行動計画」が提示された 2013 年の 11 月

には、第 1 回の「市長との懇談会」を開催してい

ます。（この懇談会は 15 年まで 5 回開催）その年

の 12 月市議会に「豊ヶ丘複合館存続の陳情」をし、

12 月と 3月の 2回の継続審議を経て、2014 年 6 月

議会で採択されました。署名は 3678 筆集まりまし

た。東寺方でも 2014 年 8 月に「東寺方図書館の存

続を求める陳情」を提出しました。市議会は趣旨

採択とし、署名は 2004 筆集まりました。その後、

「東寺方複合館の存続を考える会」を結成、11 月

に「東寺方複合館存続を求める陳情」をし、趣旨

採択でしたが、署名は 5030 筆に及びました。 

 あとの地域図書館 2 館も複合施設でしたが施設

のコミュニティセンターそのものは、廃止の対象

ではありませんでした。その内の 1 館は私の住ん

でいる地域ですが、2014 年 8 月に市の担当者を招

き学習会を開催、「聖ヶ丘図書館の存続を考える会」

を発足させました。。10 月、市長に質問書を提出、

11 月市当局との対話集会、1 月に市長との対話集

会を開催、市長あてに「要請署名」4427 筆を提出

しました。もう 1館は、2011 年に開館したばかり

の唐木田図書館ですが、この図書館は、窓口を民

間に業務委託しています。この地区でも 2014 年に

「唐木田図書館の存続を考える会」が発足、11 月

「唐木田図書館の存続を求める陳情」を署名 756



筆添え市議会に提出。2015 年 2 月に「唐木田図書

館廃止計画の撤回に関する陳情」を 1674 筆の署名

にて市議会提出、両方共趣旨採択されました。4地

域すべてに存続を求める会ができ署名は、全市あ

わせて１万 5000 筆になります。 

 この 4 団体は、それぞれ地域で様々な活動を展

開しました。私の所属した聖ヶ丘の会では、全戸

配布するニュースをこれまで 7 回発行。図書館協

議会や教育委員会の議事録を読み直す学習会、聖

ヶ丘図書館長、多摩市立図書館長を招いて学習会

もしました。教育委員会・図書館長・図書館協議

会に宛てた「多摩市における地域図書館廃止計画

の見直しに向けてのお願い」を教育長に手渡して

懇談もしました。存続を訴えるポスターも多彩に

制作し、自宅に張り出したり地域に広く掲示もし

ました。 

 こうした独自の活動とともに、ことは多摩市の

図書館のあり方の問題ですから、4 団体はお互い

に意見交換や交流しながら共同行動をいろいろに

展開しました。2015 年 4 月には、「多摩市議会議員

選挙立候補予定者との対話集会」にそろって参加

しました。この集会は、地域の社会教育施設廃止・

移転反対の市民の思いをつなげようと 5 か月前に

発足した「多摩市の社会教育を考える会」が主催

したものです。秋には、4団体で市議会議員と懇談

会、引き続き市議会各会派との懇談会を開催しま

した。多摩市は最高規範として自治基本条例があ

り、その 4 条には「私たちのまちの自治は市民の

意思に基づき」と明記されています。果たして図

書館廃止は市民の意志なのか、と自治推進委員会

に自治基本条例の遵守を求める要請も行ない、委

員会から市長へ「自治推進に関する意見」提出も

実現しました。また、図書館協議会との懇談、教

育委員会との懇談もしました。そして、2016 年 5

月、11 月に 4 団体共同の編集で A4 版 4 頁の「市

民の情報紙」を発行しました。これは、市が「みん

なで考えよう 公共施設の見直しと将来像」とい

う「政策情報誌」を全戸配布はじめたからです。

（現在までに Vol.4 発行）みんなで考えようと言

いながら市民の思いや声を少しも受けとめず、一

方的発信なので、「市民による市民の情報紙」とし

て 2 万部印刷、配布しました。市民の関心は深ま

り、大きな力となりました。 

 4 団体は成長目覚ましいとはいえ生まれて間も

ないのですが、多摩市には「多摩市に中央図書館

をつくる会」という市民団体が、「多摩市における

中央図書館の望ましい姿を研究し、実現に向けて

市民の立場から多摩市に提言、協働で実現をめざ

すこと」を目的とし、2000 年から地道な活動をし

ていました。「行動プログラム」については、“本

館の移転”を“中央図書館の建設”と明確にし、図

聖ヶ丘 参加者がホールいっぱいの対話集会 

集まった市長への要請署名を市に届ける 



書館網を充実させるよう活動していくとしていま

す。中央図書館をつくる会が、市民に呼びかけ開

催したワークショップや図書館見学、講演会は、

運動に参加した市民が学ぶ機会をたくさんもらい

ました。 

 

《図書館協議会は民意に基づいて！》 

 図書館協議会は、「行動プログラム」策定の過程

で、2013 年 5 月図書館長から今後の図書館のあり

方について意見を求められました。期限は 3 ヶ月

に満たない短期間です。図書館協議会は苦渋をに

じませ、「多摩市では、これまで７館の図書館を整

備し、極めて優れた活動をしてきました。こうし

た伝統を踏まえ、現在の施設を活用し活動を継続

していくことが本来的には最も望ましいと考えま

す。」としながらも、大規模図書館を整備する一方、

分館は拠点館の 2 館のみという 3 館構想の判断を

しました。「私たちの図書館宣言」（図書館友の会

全国連絡会）に「情報公開と民意に基づく図書館

協議会が機能する図書館」とあります。「多摩市の

社会教育を考える会」は、2015 年 5 月に図書館協

議会に再度、廃止計画を見直し、廃止方針を撤回

するよう、図書館長に意見を表明し、教育委員会

に要請してくださいとお願いしました。また、「聖

ヶ丘図書館の存続を考える会」も同 7 月に「地域

図書館を廃止することなく、今後の効率的運営が

可能となる方策を多面的に検討し、多摩市へ提言

して」いただきたいとお願いしました。この年の

秋実現した、4 団体や社会教育を考える会のメン

バーと図書館協議会の方々との懇談会では、お互

いに熱い思いや意見を交わしました。これらをき

っかけに、以前より多くの市民が図書館協議会の

傍聴にも出かけるようになりました。 

 

《読書活動振興計画への批判》 

 「行動計画」公表の翌年、5月から教育委員会・

図書館は「多摩市読書活動振興計画」の策定にと

りかかりました。この策定委員会は庁内の職員の

みで構成され、市民の代表は入っていませんでし

た。これは奇異なことでした。2012 年から継続し

て取り組まれている「第二次多摩市子どもの読書

活動推進計画」では、「市民連絡会」があって、推

進計画策定にも参加し、読書活動推進にも関わっ

ているのです。多摩市民すべてを対象とする読書

活動振興計画に、なぜ市民を参画させないのでし

ょうか。振興計画の事務局案、素案は修正、変更

を繰り返しましたが、その策定過程が市民にはわ

かりません。原案が 2016 年末示されたときは、多

くの市民には「これは何？」の感が強かったもの

です。「読書振興」と謳いながらその土台となる図

書館は行動プログラムの地域館廃止、3 館構想を

先取りした計画です。7 ヶ所の市民懇談会では批

判が続出、書き直しが求められ、「地域館存続」の

意見が圧倒的多数を占めました。パブリックコメ

ントもこれまでにない数 43 通も出ました。当初

2016 年 3 月末に確定予定の振興計画は、地域館廃

止の前提を取り除いた修正になり、地域館のあり

方については、本館の再構築と合わせて検討され

ることとなりました。 

 こうしたことを背景に、「行動プログラム」は更

新の時期を迎えました。 

 
《声が届いた！存続へ》 

 地域図書館を残してという運動が大きくなるな

か、多摩市は 2016 年夏に行動プログラムの更新案

の説明会を開き、秋に決定しました。 

 地域館については「当面現状どおり存続し、本

館の再構築とあわせて、図書館全体の仕組みを見

直していく」としつつ、コミュニティセンターに



併設されている 2 館の地域館は「市内全域の中で

必要なサービス内容や運営体制について検討して

いきます」とし、複合館に併設されている 2 館は

「施設の大規模改修の時期までに、市民と対話を

行ないながら、地域のニーズの把握と対応策の検

討を続けます」というものです。 

 ようやく声が届いたと喜びたいのですが、大き

な懸念もあります。図書館・複合館の存続をもっ

と明確に打ち出してもらいたいのです。また、本

館の再構築で地域館を縮小し、空いたスペースに

地域包括支援センター等をおく検討もあると聞こ

えてきます。今後ますます大切さを増す地域包括

支援センターが図書館の空いたスペースでほんと

うに住民の暮らしに役立つのかということもあり

ます。地域館を縮小して使いにくくならないかな

どもあります。 

 

《めざすは知の地域づくり》 

 読書活動進行計画のなかで地域館のあり方は、

本館の再整備とあわせて検討という、その検討が

いよいよ始まりました。2015 年５月本館再構築基

本構想策定委員会がつくられました。 

 策定委員会は 10 名で構成、内 3名が市民枠の委

員です。1人は成人式実行委員からの推薦の青年、

もう 1 人は多摩市に中央図書館をつくる会の代表、

後の 1 人が子どもの読書活動推進計画市民連絡会

の私です。委員長にノンフィクション作家の柳田

邦男氏がつかれ、元浦安図書館長の常世田良氏も

委員に加わっています。支援コンサルタントは伊

万里図書館など多くの図書館の設計に携われた寺

田芳朗氏でした。今年 1 月までの 7 回の委員会は

濃密な議論を交わしました。委員会は、図書館職

員、学校図書館職員、子どもの読書活動推進市民

連絡会、多摩市に中央図書館をつくる会、地域館

の存続を考える 4 団体、多摩市の社会教育を考え

る会、多摩おはなしの会、行政研究会、図書館協

議会、など様々な団体、グループにヒアリングを

し、市議会子ども教育常任委員会とも意見交換し、

基礎資料として議論に反映させました。12月には、

市民フォーラムを開催、パブリックコメントを募

集し、1月の最終委員会でそれらの意見を分類、分

析、修正を議論し、基本構想をつくりあげました。

基本構想では、多摩市民のめざす図書館は「知の

地域創造」のための図書館と謳っています。そし

て「中央図書館、駅前拠点図書館、地域図書館、学

校図書館、アウトリーチサービスの拠点をつなぐ、

全市をおおう図書館サービスのネットワーク（シ

ステム）の総体を、多摩市立図書館と考えます。

図書館システム全体で『知の地域創造』を支えま

す」としました。 

地域図書館は「地域の暮らしに沿った、資料やサ

ービスと出会いの場を提供する役割を、歩いてゆ

きやすい今の場所で、４つの地域図書館が担いま

す」とまとめています。40 年間営々として築いて

きた７館構想の図書館が、今また新たな光を持っ

て掲げられたのです。 

 さて、次は基本設計へ、と心躍ったのですが、

３月議会で、もう一つ大きな問題となっている大

規模文化施設パルテノン多摩大改修のからみで、

修正案が出されて図書館中央館予算にストップが

かかってしまいました。道険しですが、 

この３年間、皆でここまで頑張ったのですから、

希望をもって進みたいとおもっています。 

 

（『親子読書センター:多摩市だより』  

2017 年 5 月のための原稿より） 
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